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９．本件取り組みの効果（まとめ１）

１．破材ダンボールの再資源化に積極的に関与
製・配・販の連携によりＳＤＧｓにそれぞれが貢献

２．小売業のコスト低減・作業生産性向上
バックヤードの有効活用、受付業務削減

３．ＣＯ2削減に貢献
静脈物流活用によるパッカー車の廃止

４．物流の２０２４年問題への課題解決
パッカー車廃止、１０ｔトラック満車、タッチ回数低減等

５．持続的な取組みが可能（事業として成立している）
取扱高増加及びキュービック加工による付加価値化
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１０．本件取り組みの価値（まとめ２）

１．事業リソースを活用し業界初の取り組み
→静脈物流を活用し処分すべき破材ダンボールを有価物へ転換

２．大半を既存リソースで賄い事業化（圧縮機は導入）
→事業化により、持続可能な取組みが可能

３．製・配・販連携と着眼点と工夫次第で実現可能
→既存リソースを活用し社会課題解決を解決したい（想い）

４．さらなる社会貢献へ
→㈱宮崎様と連携し収益の中から「緑の募金」を実施

当社で直接関与が難しい「土砂災害低減」「種の保存」
につながる森林保全活動に、間接的ではあるが参画








